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論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
本論文は、社会主義市場経済化の申し子であり、中国4,100万社（全企業数の98％）の中小企業の約90％を
占め、GDPの３割、工業生産額の約半分、従業者１億3,300万人という巨大な生産力を擁する郷鎮企業に焦点
を当て、改革開放後の成長過程の分析を通じて、その経営特性、成長特性そして求められる制度改革の展望に
ついて論じたもので、最近の大企業中心の研究動向の中で、数少ない独創的な研究である。 
 本論文は、本文６章と序章および結章とから構成されている。第１、２章は、中国中小企業の経済的意義と
発達過程および現状について、そして第３章において、郷鎮企業の歴史的意義と経済的意義そして現在の課題
について、多くの資料をもとに詳細に論じられる。すなわち、「郷鎮企業」とは、「郷、鎮にある農村集団経済
組織及び農民が主に投資する、農業援助義務を担う各種の企業」（1996年「中華人民共和国郷鎮企業法」）のこ
とで、「人民公社」時代の「社隊企業」が1984年「郷鎮企業」として改組されることによって、その後の地域
的規制緩和）保護・育成政策とともに中国経済の重要な一翼を担うまでに発展を続けてきた企業形態である。
第４章では、郷鎮企業の経営特性が論じられる。まず、郷鎮企業の市場、資金源、経営者・労働者構成につい
て論じた後、郷鎮企業に共通する経営特性について、これを経営戦略、賃金水準、利益分配方式から論じる。
ここでは、資金・技術不足、人材不足から「模倣・追随主義」戦略を探る経営特性を明らかにしている。次に、
所有形態が相違する２つの典型的な経営モデルについて、主として雇用と分配システムという角度からそれら
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の経営特性を比較分析する。一つは、「私有制郷鎮企業」であり家内工業に基づく小商品生産と販売員チームの
形成とを特色とする「温州モデル」、いま一つは郷、鎮所有の「集体郷鎮企業」であり、重化学製品と繊維製品
生産を中心に都市企業との連合をはかる「蘇南モデル」である。第５章では、温州モデルに焦点を当て、小企
業から大企業にまで成長した５社について詳細な事例研究を行い、全国平均の３倍もの経済成長を実現した温
州市の成長特性について論じている。その結果、温州企業成長の本質は、私有制に基づく明確な責任体制の下
に、「温州商人」の企業家精神がいかんなく発揮されたことにあるとした上で、「実際、『温州モデル』は資本主
義経済そのものであり『蘇南モデル』と比べて普遍性のより高いものである」と結論づける。最後の第６章は、
国内外の企業競争と郷鎮企業の成長鈍化を背景に、近年問題となってきた郷鎮企業をめぐる制度的問題、すな
わち「株式合作制」およびその後の郷鎮企業の民営化について論じている。郷鎮企業の制度改革として導入さ
れた株式合作制は、平等の議決権と株式に応じた配分とを特色とする、株式会社と協同組合の折衷型の経営形
態であるが、結果としてこれは財産権制度における行政的支配に変化を与えることもなく、また実務的なトラ
ブルを伴うなど多くの問題点が指摘されてきた。こうして著者は、1990年代半ばより郷鎮企業民営化の流れが
特徴的になりつつあるとした上で、蘇南地域での郷鎮企業の民営化の事例を紹介する（民営化または株式合作
制に改組した企業は、2000年末には97％）。こうして、著者は「企業の意志決定を政府の直接の介入・支配か
ら切り離し、独立させることこそ重要である。このため中国では、行政権力に制限を加えて私有財産権を守る
法システムの整備こそが、民営化の成功のための重要な要件となっている」と結論づける。 
 以上が本論文の要旨であるが、本論文の評価されるべき点は、第１に、詳細な資料分析によって中国中小企
業の歴史的・経済的な意義についての広範な知見を提供するとともに、その中核的位置にある郷鎮企業が、現
代中国経済の現状と展望とを知る上での重要な柱であることを解明したことである。第２に、多くの事例研究
を通じて郷鎮企業の発達過程を経営的視点からモデル化し、一般化のための論点を議論したことであり、きわ
めて独創的意義を持つと評価できる。第３に、中国企業の制度改革の根本は、私有財産権の法的保護にあると
大胆に問題提起したことである。なお、本論文には、一部文章の繰り返しなどさらに推敲するべき点はあるが、
それが本論文の価値を引き下げるものではないことも確かである。また先行研究、論述の一貫性、日本語文章
レベルなども高い水準にあると判断できる。 
 以上審議の結果、審査委員会は、本論文が博士（グローバルビジネス）授与に値すると一致して判定した。 
